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【特集】

E&Cプロジェクトの目の不自由な人や
高齢者に優しい共用品の提案展

01 E&Cとの出会い■佐藤俊夫
04スイッチグループの活動■中島厳
09プリペイドカードヘの提案■永井武志
11共用品／誰でもが使いやすい製品・サービスを■三好泉
14歩道・誘導・案内を考える■行富誠一

17視覚障害者の「朝起きてから、夜寝るまでの
不便さ調査」 ■杉山雅章

@ talk to talk@ 
21シンポジウム「共生社会の実現に向けて」を終会て
鴨志田厚子／木塚泰弘
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39タイにおける盲人の現況
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点訳のパートナー

オーツキプリンターは情報化時代に適応した点字プリンター

として幅広くご活用いただけます。

＊点字と活字が同時にプリントされます。 ●特長
BT-5000型 1．点字と活字を同時に印字又は点字のみ
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価格88万円

ーザーニーズに応え低価格を実現．”
BT-3000型

／ヽ

に
曹ヽ

価格48万円

を打出可事1:fできます。

2.用紙は単栗又は連続用紙1:f可能、インク
ローラの取り付けも商単で可。

3.自動紙幅検出、自動改行1:fできます。

4.曰、米、英、独、仏の5ヶ国語1:fプログ
ラムされています。

5.点字グラフィッワを打出す$1:fできま屯。
6.本機はシリアル及びバラレ）レインタフェ
ースを兼備えてあります。

●特長

1.両面印刷機能をサポートしています。

2.ペーバー先喘検知機能により用紙のセッ
トガ商単です。

3.連続用紙の使用で1セット1.000枚のプ

リントガ可能です。

4.点字サイズは日本標準サイズです。

5.小型軽団のだめ場所を取ら可扱いも箇
単です。

プリンター対応ソフト

AOK点字ワープロ、プレイルスターII、

エクストラ、ガッテンダ、 BASE/TDC
他

※当社では、ユーザーの皆様ガ安心してお使いいだだけるよう、確実と信頼を実証しております。--IてテつJエ-II-株式会社総合企画研究所
TECHNOl EIGHT 〒192東京都八王子市片倉町 3 5 8 番地

TEL 0426 (37)0592 F・AX0426(37)0593 



藤野高明さんに「鳥居賞」

第ll回鳥居賞の受賞式はl？月1日、罵居先生の生誕百年記念式典

と同時に行なわれ、藤野さんには盾と副賞30万円が贈られました。

ぼ生生
r 

受賞式であいさつに立つ藤野高明さん (54歳、大阪市立盲学校社会科教諭）

，
 
記念式典であいさつする玉中京都ライト八ウス理事長。



「共生社会の実現に向けて」 シンポジウムと提案展
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ここは東京銅至ソニービル8階ソミドホール。大勢の
人で賑わっています。

E&Cプロジェクトが10月1日から3日まで開催した
こ四産し、 3日間の入場者は1500を超える大盛兄でした。
（詳細庄“特集’'及び“talkto talk"で掲載）
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同会場でのシンポジウム。閑題提起に立つ視覚障害パネラーと司会者
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｀ l0月8日飯田橋で開かれたシンポジウム。



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

前号 (No.128、1993年11月）の表紙で“talkto talk” の対談者、近藤正秋

さんを加藤正秋としてしまいました。ここに訂正し、と本人及び関係者、読

者の方々にこ迷惑をおかけしましたことをお詑びいたします。

本号では、特集とtalkto talkで共に生きる社会ーバリア・フリーを目指

して活動する E&Cプロジェクトを取り上げました。ところで先日、朝の二

ュース番組で“盲導犬マーク＂が 紹介されていました。思えば、このところ

新聞やラジオで相次いでこのマークが紹介されています。一企業から業界へ、

業界からマスコ ミを通じて社会へと“共に生きる社会’'の流れが確実に広ま

っている、そんな感じを強く受けるマスコミの動きについ期待をもってしま

います。
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